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次世代新幹線の実現に向けた試験⾞両の新造について 

 
 

当社はこのたび、技術⾰新中⻑期ビジョン（２０１６年１１⽉発表）における「次世代
新幹線の実現に向けた開発」を進めるための試験プラットフォームとして新幹線の試験⾞両を
新造することとしました。 

 

１． 次世代新幹線の実現に向けた開発コンセプト（別紙１） 
当社は、次世代新幹線においてこれまでの安全・⾼速な移動⼿段の提供に加えて、 

新たな価値の提供を⽬指しています。これを実現するため、以下をコンセプトとして、開発を
進めてまいります。 

（１） さらなる安全性・安定性の追求 
（２） 快適性の向上 
（３） 環境性能の向上 
（４） メンテナンスの⾰新 

 
２． 試験⾞両について（別紙２） 
（１） 新造する試験⾞両 

Ｅ９５６形式新幹線電⾞１０両編成 
（２） 試験⾞両の愛称名 

愛称名：ALFA-X（アルファエックス） 
『Advanced Labs for Frontline Activity in rail eXperimentation』 
 “最先端の実験を⾏うための先進的な試験室（⾞）” 

（３） 試験⾞両の落成時期 
２０１９年春に落成予定 

 

 



 

３． 試験⾞両イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
先頭⾞両の形状のイメージ（上：A タイプ、下：B タイプ） 

 
 
 
 
 
 
 

先頭⾞両の形状のイメージ（上：A タイプ、下：B タイプ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



IoT、ビッグデータやAIなどの活⽤IoT、ビッグデータやAIなどの活⽤
環境性能環境性能 メンテナンス性メンテナンス性

快適性快適性安全性・安定性安全性・安定性
〜ひとつ上の「安全」「安定」を

実現します〜

〜環境性能を磨き上げます〜 〜メンテナンスを⾰新します〜

〜より多様化するニーズに
フレキシブルに対応します〜

○早く、安全に⽌まる
○安全を⾃律的に判断
○雪と寒さに強い

○有意義な移動時間
○上質な空間
○速達性

○静かに⾛る
○省エネの推進 ○地上・⾞両のモニタリングとCBM

「次世代新幹線の実現」に向けた研究開発のコンセプト

安全・⾼速な移動⼿段の提供に加えて、新たな価値の提供
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試験⾞両について 

本⾞両は、研究開発の評価のための「試験プラットフォーム」として、今後、⻑期的に活⽤していく計画
です。 試験⾞の特徴は以下のとおりです。 

 
(1) 安全性・安定性 〜ひとつ上の「安全」「安定」を実現します〜 

・ 地震時に、より早く⽌まるため、また、脱線しにくくさせるための開発品を搭載します。 
・ 雪や寒さに強い新幹線を⽬指し、着雪しにくい⾞体構造等の試験を⾏います。 
・ ⾞両各機器のモニタリングにより、⾞両の状態を⾃律的に判断することで安全性の向上を 

⽬指します。また、故障を予兆し未然に防⽌することで、輸送品質の向上に取り組みます。 

 
 
 

(2) 快適性 〜より多様化するニーズにフレキシブルに対応します〜 
・ 動揺防⽌制御装置等の搭載、吸⾳性・遮⾳性の⾼い⾞体構造等の試験により、“揺れない”、

“静か”といった快適な⾞内空間の実現を⽬指します。 
・ ⾞内を家やオフィスのように過ごしていただけるサービスを実現するための開発に取り組みます。 
・ 速達性を⾼めるため、営業運転での最⾼速度 360 ㎞/h の可能性を技術的に検証します。 

 
動揺防⽌制御装置等について 

脱線しにくくさせるための開発品（地震対策ダンパ、クラッシャブルストッパ）について 

別紙２ 

⾞体傾斜制御装置 
・曲線通過時に⾞体を傾斜させて乗り⼼地向上 

上下制振装置 

動揺防⽌制御装置

動揺防⽌制御装置と上下制振装置
・左右と上下⽅向の揺れを抑えて乗り⼼地向上 

⾞体傾斜制御装置

⾞体

台⾞

地震対策ダンパにより、⾞体の⼤きな揺れを抑制。さらに、強い衝撃を受けた際に、 
クラッシャブルストッパが押し潰されることで、ストッパ間の間隔を広げ、衝撃を緩和し、 
⾞輪とレール間に強い⼒を発⽣させないようにする。 

地震対策ダンパ 

地震動を受けた時のみ
強い減衰⼒を発揮し、
⾞両の揺れを抑える 地震動の衝撃を受けた

ストッパが押し潰されて
間隔が拡がる 

中⼼ピン 

クラッシャブルストッパ 



 

(3) 環境性能 〜環境性能を磨き上げます〜 
・ ⾞体下部やパンタグラフ等を低騒⾳化することで、騒⾳の抑制を⽬指します。 
・ 新たな先頭⾞両の形状を検証し、トンネル突⼊時の圧⼒波の抑制を⽬指します。 
・ 省エネ運転に関する技術の試験により、省エネの推進に取り組みます。 

 

⾞両下部やパンタグラフ等の低騒⾳化について 
 
(4) メンテナンス性 〜メンテナンスを⾰新します〜 

・ 地上設備や⾞両の各機器をモニタリングする装置を搭載し、データを活⽤して、さらなる安全・安定
輸送の実現に加え、CBM※の実現を⽬指します。 

※CBM とは Condition Based Maintenance（状態基準保全） 

 

CBM のイメージ 

 
 

これら（１）〜（４）を、IoT、ビッグデータ、AI などを活⽤して実現するため、⾞両内の     
情報・制御ネットワークを強化します。 

⾞体下部⾳の⼀つであるブレーキディスクの回転に伴う 
空⼒騒⾳の低減に向けた、ディスク裏⾯形状の開発 

ブレーキディスクの裏⾯形状
(現⾏品) 

シミュレーションや⾵洞試験等を活⽤し、空⼒騒⾳を
低減できる新型パンタグラフの開発 

状況把握 故障予兆把握 

故障復旧・メンテナンス 

冷却フィン パンタグラフ ブレーキディスク 
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